
３．事業の投資効果

【事業全体】

便益 (Ｂ)

移動時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益

費用便益比
(Ｂ／Ｃ)

費用 (Ｃ)

連続立体交差事業費
関連道路
整備費

維持管理費 総費用

連続立体交差事業費の
都市側負担額を
現在価値化

注1） 費用（Ｃ）の算定は、都市側負担額で算出している。

注2） 便益・費用については、基準年度における現在価値化後の値である。

注3） 便益及び費用の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

定量的効果



４．事業の進捗状況

用地費 工事費 合計

全体事業費
連続立体交差事業費
及び環境側道事業費
(鉄道側負担額を含む)

執行済額

（執行率）

取得予定面積（Ａ） 既取得面積（Ｂ） 用地取得率（Ｂ/Ａ）

事業費の執行状況

用 地 取 得 状 況


